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清
瀬
ア
ミ
ュ
ー
に
て
44
回
目

と
な
る
定
期
大
会
を
、
代
議
員

77
名
、
特
別
代
議
員
11
名
、
総

勢
88
名
の
参
加
に
て
4
月
1
日

に
行
い
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
度
支
部
の
一
年

間
の
運
動
方
針
を
決
定
す
る
重

要
な
大
会
で
、
各
専
門
部
内
容

や
、
支
部
財
政
の
方
針
を
決
定

し
ま
し
た
。

大
会
の
前
日
は
嵐
の
よ
う
な

天
候
で
し
た
が
、
当
日
は
天
候

も
よ
く
、
日
頃
の
行
い
が
良
い

の
だ
と
感
じ
る
程
の
大
会
日
和
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現
在
の
支
部
の
組
織
人

員
は
、
実
増
率
▲
６
名

（
▲
0
・
37
％
）
の
１
６

２
２
名
で
す
。
春
一
番
拡

大
の
行
動
日
を
設
け
て
行

っ
た
こ
と
で
、
組
織
の
減

少
を
最
小
限
に
お
さ
え
て

い
ま
す
。

こ
の
現
勢
を
維
持
し
、

実
増
へ
の
道
を
開
く
に

は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
春

の
拡
大
月
間
を
目
標
達
成

し
て
成
功
さ
せ
る
こ
と
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
現
勢
回

復
と
春
の
拡
大
月
間
目
標

第
44
回
支
部

定
期
大
会

国
保
一
元
化
・
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
反
対

第83回三多摩メーデー

5月1日（火）
開会：10時〜
場所：井の頭公園西園

達
成
に
重
点
を
置
い
て
行
動
し

ま
す
。

事
務
局
　
山
内
　
高
広

春
の
拡
大
は
、
２
０
１
２
年

１
月
現
勢
の
３
・
５
％
、
57
名

を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。

支
部
執
行
委
員
長

石
垣
　
雅
之
（
元
塩
）

支
部
副
委
員
長
　

小
田
澤
陽
一
（
松
竹
）
　

鈴
木
　
勝
雄
（
清
里
）

西
部
　
　
康
（
滝
山
）

支
部
書
記
長

北
島
　
晃
（
三
葉
）
　

支
部
書
記
次
長

本
田
　
　
将
（
書
記
局
）
　

山
内
　
高
広
（
書
記
局
）

常
任
執
行
委
員

古
名
　
孝
二
（
清
里
）

高
橋
　
哲
也
（
滝
山
）

川
村
　
裕
也
（
三
葉
）

赤
塚
　
隆
雄
（
三
葉
）

浅
利
　
信
次
（
青
空
）

片
見
　
　
學
（
青
空
）

会
計
監
査

島
田
　
久
雄
（
元
塩
）

樋
口
　
征
之
（
滝
山
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

清
水
　
　
純
（
直
属
）

山
岸
　
妙
子
（
滝
山
）

執
行
委
員

小
林
　
博
征
（
元
塩
）

天
野
　
俊
昭
（
松
竹
）

品
川
　
安
博
（
清
里
）

秋
元
　
進
一
（
滝
山
）

井
上
　
　
晃
（
三
葉
）

五
十
嵐
留
夫
（
北
浅
）

綱
島
　
　
豊
（
南
町
）

時
任
　
和
幸
（
青
空
）

小
薗
　
照
美
（
元
塩
）

阿
部
　
史
夫
（
松
竹
）

砂
川
　
修
治
（
清
里
）

川
尻
　
　
力
（
滝
山
）

小
門
　
信
一
（
三
葉
）

安
澤
　
利
昌
（
北
浅
）

清
水
　
恒
男
（
南
町
）

川
本
　
尚
之
（
青
空
）

執
行
委
員
待
遇

宇
田
川
治
男
（
南
町
）

益
子
　
　
暁
（
青
空
）

石
垣
　
市
子
（
元
塩
）

上：組織拡大に向け支部一丸となってガンバロー
左：出陣式にて元気一杯シニア友の会

で
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、
来
賓
の
民

主
党
衆
議
院
議
員
加
藤
公
一
さ

ん
、
日
本
共
産
党
東
京
20
区
国

政
相
談
室
長
の
池
田
ま
り
子
さ

ん
な
ど
各
党
か
ら
定
期
大
会
成

功
に
向
け
て
の
暖
か
い
祝
辞
を

頂
き
ま
し
た
。

池
田
ま
り
子
さ
ん
の
「
収
入

に
見
合
っ
た
税
金
を
、
低
所
得

者
が
払
っ
て
い
く
の
は
と
て
も

厳
し
い
情
勢
で
、
高
所
得
者
に

も
応
能
の
負
担
を
求
め
る
べ

き
」
と
の
挨
拶
は
、
国
民
の
切

実
な
訴
え
を
代
弁
し
て
お
り
、

一
日
も
早
い
改
善
を
願
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
午
後
の
部
で
は
、
各

専
門
部
の
提
案
や
質
疑
・
討
論

を
行
い
、
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

三
葉
分
会
　
嶋
田
　
峰
子

４
年
連
続
の
組
織
後
退
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
よ
う
!!

本部表彰者（敬称略）
小田澤陽一（松竹）
­­浅利　信次（青空）

支部表彰者（敬称略）
分会　組合功労者　　主婦功労者　
元塩　小薗　照美　　島田　和江
松竹　石田　秀夫　　小川　律子
清里　伊丹　　隆　　伊丹　康子
滝山　横尾　昇五　　伊丹　康子
三葉　神藤　　正　　林　　智子
北浅　西川　元一　　岡野　郁子
南町　高杉　文雄　　早津トミ子
青空　浅川　滝雄　　久保田恵子

第28回仲間の作品コンクール受賞者
写真部門　スナップ部　佳作

三葉　菊池喜枝子

2011年度功労者表彰一覧

2
0
1
2
年
度
新
役
員

元塩

松竹

清里

滝山

三葉

北浅

南町

青空

事業所

直属

合計

123

60

143

137

213

131

61

122

374

264

1628

4

2

5

5

7

5

2

4

23

57

分会名 1月現勢

春の拡大月間
分会目標

目標数

大
会
参
加
者
の
感
想

第１次…４月19・20日（木・金）
第２次…４月26・27日（木・金）
第３次…５月９日（水）
第４次…５月15・16日（火・水）
第５次…５月22・23日（火・水）
第６次…５月29・30日（火・水）

日曜拡大行動日（＋推進委員会）…５月13日（日）
日曜集団健診（拡大コーナー） …５月20日（日）
ありがとう・おめでとうの会 …５月31日（火）

拡
大
行
動
日

けんせつ
清 瀬 久 留 米
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ま
た
、
石
垣
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
で
は
、
「
組
合
と
主
婦
の

会
は
車
の
両
輪
と
云
わ
れ
て
き

た
が
、
今
は
支
部
を
支
え
る
主

婦
の
会
」
と
の
嬉
し
い
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
前
は
昨
年
度
の
活
動
報
告

と
新
年
度
の
活
動
が
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
午
後

は
、
本
部
常
任
中
執
の
井
澤
さ

ん
を
講
師
に
招
き
、
T
P
P
の

学
習
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

井
澤
さ
ん
の
話
に
活
発
な
質

問
も
多
数
出
さ
れ
る
な
ど
、
中

身
の
濃
い
学
習
会
と
な
り
ま
し

た
。
元
塩
分
会
　
石
垣
　
市
子

取
材
を
兼
ね
て
南
沢
湧
水
を
訪

ね
ま
し
た
。

南
沢
湧
水
群
。
東
京
名
湧
水

57
選
に
指
定
さ
れ
た
、
東
久
留

米
の
豊
か
な
地
下
水
脈
か
ら
湧

東
久
留
米
に
住
ん
で
四
十
余

年
、
新
コ
ー
ナ
ー
『
湧
水
』
の

部
主
婦
の
会
総
会
を
行
な
い
ま

し
た
。

第
41
回
清
瀬
久
留
米
支
部
主
婦
の
会
総
会

支
部
を
支
え
る
主
婦
の
会

3
・
13
重
税
反
対
全
国
統
一
行
動

消
費
税
大
増
税
を
阻
止
し
よ
う

支
部
会
館
に
於
い
て
、
3
月

17
日
土
曜
日
、
清
瀬
久
留
米
支

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
事
に

深
く
感
謝
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。

き
継
い
で
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
世
界
を
、
次
世
代
に
残
し

て
い
く
の
が
私
た
ち
の
使
命
で

す
。
青
空
分
会
　
川
本
　
尚
之

り
ま
し
た
。
舞
台
も
趣
向
を
凝

ら
し
て
い
た
の
で
、
楽
し
ん
で

観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

原
発
ノ
ー
を
次
世
代
に
も
引

「
震
災
復
興
・
な
く
せ
原

発
３
･11
行
動
in
東
京
」
が

3
月
11
日
に
井
の
頭
公
園
で

行
わ
れ
、
全
体
で
8
、
0
0

0
人
、
清
瀬
久
留
米
支
部
か

ら
は
37
人
が
参
加
し
ま
し

た
。当

日
は
予
想
外
に
良
い
天

気
で
、
こ
ん
な
に
大
勢
の
人

が
参
加
す
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
組
織
が
原
発

反
対
を
訴
え
、
各
ブ
ー
ス
で

も
反
原
発
の
展
示
を
し
て
あ

参
加
者
は
会
員
45

名
。
支
部
か
ら
は
、

来
賓
と
し
て
石
垣
委

員
長
と
鈴
木
副
委
員

長
が
出
席
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

山
岸
会
長
は
あ
い

さ
つ
で
、
昨
年
の
40

周
年
記
念
式
典
で
は

組
合
の
方
に
も
大
き

な
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
成
功
し
た
こ

と
、
そ
し
て
東
日
本

大
震
災
で
主
婦
の
会

が
取
り
組
ん
だ
支
援

活
動
に
会
員
の
方
々

の
心
温
ま
る
ご
理
解

労災年度更新のお知らせ
事業所労災の更新日は4月17日、18日、26日、27日です。
18日、27日は夜間も受付します。

時間：午前の部10：00〜11：30­­　午後の部13：30〜16：00
夜間の部19：30〜21：00

事業所労災更新の持ち物
・会社の横判（ゴム印）
・元請工事総売上（H23.4〜H24.3月分）
・代表者印
※電話での受付は致しません
必ず来所にての更新となります

※総合賠償をかけている方は下請けの売上もご用意下さい
※雇用保険の受付日は、4月17日からです。H23.4〜H24.3月
の賃金台帳を、雇用保険をかけている方全員分をご持参下
さい。

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

引
き
続
き
来
賓
の
方
々
よ
り

挨
拶
が
あ
り
、
日
本
共
産
党
東

京
20
区
国
政
相
談
室
長
の
池
田

ま
り
子
さ
ん
は
｢今
消
費
税
の

増
税
を
許
せ
ば
、
多
く
の
中
小

商
店
は
店
を
た
た
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
大
企

業
・
大
資
産
家
へ
の
ば
ら
ま
き

を
止
め
さ
せ
、
内
需
を
喚
起
し

景
気
回
復
へ
と
繋
げ
る
努
力
を

す
る
べ
き
だ
と
｣訴
え
ま
し

た
。ま

た
、
三
多
摩
国
民
春
闘
共

闘
会
議
事
務
局
次
長
の
坂
之
下

征
稔
さ
ん
か
ら
は
｢消
費
税
が

導
入
さ
れ
て
か
ら
22
年
間
で
得

た
税
収
の
合
計
は
2
6
0
兆

円
、
一
方
、
大
企
業
へ
の
ば
ら

ま
き
に
使
わ
れ
た
税
金
は
2
5

0
兆
円
、
結
果
と
し
て
国
民
へ

の
増
税
が
大
企
業
へ
の
ば
ら
ま

き
に
使
わ
れ
て
い
る
。

労
働
者
の
年
収
は
60
万
円
減

り
、
非
正
規
労
働
者
は
1
8
0

0
万
人
に
上
る
。
消
費
税
増
税

を
何
と
し
て
も
阻
止
し
、
今
年

の
春
闘
勝
利
を
勝
ち
取
ろ
う
｣

と
結
び
ま
し
た
。

更
に
集
会
は
全
日
本
年
金
者

組
合
か
ら
小
津
知
弘
さ
ん
の
連

帯
あ
い
さ
つ
、
基
調
報
告
、
決

議
案
採
決
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
決

と
続
き
、
最
後
に
｢団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
！
｣で
集
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

決
起
集
会
後
は
、
清
々
し
い

青
空
の
下
｢国
民
い
じ
め
の
税

制
改
革
を
許
す
な
！
｣「
消
費

税
大
増
税
反
対
！
」
と
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
中
央
公
民

館
か
ら
東
村
山
税
務
署
ま
で
デ

モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。
　

事
務
局
　
本
島
　
厚
司

力
あ
わ
せ
 な
く
せ
原
発

東
村
山
市
公
民
館
ホ
ー
ル
で

3
月
13
日
（
火
）
｢3
・
13
重

税
反
対
全
国
統
一
行
動
・
東
村

山
地
区
総
決
起
集
会
｣が
行
わ

れ
ま
し
た
。

清
瀬
・
久
留
米
支
部
か
ら
は

67
名
（
組
合
員
65
名
、
書
記
2

名
)が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
の
集
会
は
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
た
3
月
11
日
に
行

わ
れ
、
東
北
地
方
で
は
集
団
申

告
を
行
っ
て
い
た
多
く
の
仲
間

が
大
津
波
の
犠
牲
に
な
り
ま
し

た
。
大
震
災
で
犠
牲
に
な
っ
た

方
々
へ
黙
祷
を
捧
げ
、
被
災
者

支
援
と
震
災
復
興
を
祈
念
し
ま

し
た
。

実
行
委
員
長
の
竹
内
勝
さ
ん

（
東
村
山
民
主
商
工
会
）
よ
り

｢本
日
は
全
国
各
地
で
約
20
万

人
の
仲
間
が
重
税
反
対
集
会
に

参
加
し
て
い
る
。
皆
で
力
を
合

わ
せ
て
野
田
内
閣
が
推
し
進
め

き
出
す
湧
水
で
す
。

「
南
沢
緑
地
保
全
地

域
」
に
こ
の
湧
水
群
が
あ

り
ま
し
た
。

日
量
約
１
万
ト
ン
の
水

が
湧
き
出
し
、
氷
川
神
社

と
多
門
寺
の
間
付
近
で
落

合
川
と
合
流
し
ま
す
。

そ
の
静
か
な
佇
ま
い

は
、
人
の
心
を
和
や
か
に

し
ま
す
。

南
町
分
会
　
田
畑
　
潤
二

ケ
ネ
デ
ィ
ー
大
統
領
暗
殺
の

後
を
継
い
だ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統

領
は
、
1
9
6
4
年
8
月
2
日

の
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
を
き
っ
か

け
に
、
1
9
6
5
年
2
月
ア
メ

リ
カ
は
北
爆
を
も
っ
て
北
ベ
ト

ナ
ム
に
軍
事
介
入
す
る
。
　

そ
れ
か
ら
の
11
年
の
長
き
に

わ
た
る
戦
争
は
、
1
9
7
5
年

4
月
30
日
ア
メ
リ
カ
の
敗
北
と

南
ベ
ト
ナ
ム
、
サ
イ
ゴ
ン
陥
落

に
よ
っ
て
終
結
し
た
。

そ
の
間
に
犠
牲
と
な
っ
た
人

は
数
知
れ
ず
、
報
道
関
係
者
の

命
も
数
多
く
失
わ
れ
た
。

中
で
も
戦
場
の
最
前
線
に
身

を
置
く
カ
メ
ラ
マ
ン
達
が
犠
牲

と
な
っ
た
。
日
本
人
カ
メ
ラ
マ

ン
だ
け
で
も
15
名
。

戦
場
は
い
つ
も
残
酷
で
あ

る
。

北
浅
分
会
　
小
野
　
定
康

４
月
の
お
も
い
で
  ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
記
録
よ
り

湧
水 よ

う
と
し
て

い
る
消
費
税

増
税
法
案
の

提
出
を
断
固

と
し
て
阻
止

し
よ
う
。｣と


